
（別紙３）

～ 令和6年12月31日

（対象者数） 37 （回答者数） 31

～ 令和7年　1月　31日

（対象者数） 10 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続き、活発な意見交換で個々の支援の充実を図ってい

きます。また、職員のスキルアップを目指し、研修の機会を

設けていきます。

2

・今後も、一人ひとりの利用児に対し、適切な支援ができる

よう全職員で、よりよい支援の在り方を考え、充実した環境

を作っていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・今後どのような取り組みが可能なのか、検討を進めていき

ます。

2
・今後、まずは保護者のニーズを把握し、検討していきま

す。、

3

○事業所名 こども発達支援Co-Coテラス

○保護者評価実施期間
令和6年12月11日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年年　2月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域との連携や、開かれた事業所運営に課題あがります。 ・開所２年で、事業所内の充実を第１に取り組んできました。

・ご家族との面談や療育参観に迅速に対応させていただいてい

ますが、家族・保護者向けの研修等は行っていません。

・開催日時やテーマ設定など、全ての保護者の皆様のニーズに

応えられるようにと考えると、なかなか開催が難しい状況で

す。

・職員配置について、多種の資格者、実務経験ともに手厚い配

置ができており、支援が充実しています。

・日々、振り返りのミーティングを行い、次回の支援につなげ

ています。記録をしっかり残すことで、支援内容を共有するこ

とが出来、

・微細運動、感覚統合、ビジョントレーニング、コグニッショ

ントレーニングなどを行う療育機器や器具が充実しています。

・きめ細やかなアセスメントを行い、発達段階に即した支援を

行っています。

事業所における自己評価総括表公表


